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Ⅰ 問題の所在 
 

研究の要約 
 本研究は，友人関係に対する自律的動機づけを高めるために行っ

た，児童相互のかかわり合いの場における指導の工夫について考察し

たものである。 
岡田(2013)は，友人関係の形成や維持を考えるうえで，他者と積極

的にかかわろうとする意欲（友人関係に対する動機づけ）に注目する

ことが必要であることを述べている。 
そこで，本研究では，特に「友人関係に対する自律的動機づけ（自

分の意志や選択によって，目的的に友人との関係を形成・維持しよう

とする動機づけ）」を高めるために，授業において，児童相互のかか

わり合いの場として協同学習を取り入れ，実践を通して，指導の工夫

について考察した。 
その結果，協同学習において，①児童の姿を肯定的・継続的に価値

付ける評価を行う，②児童に役割を与え，主体的に活動させる，③ス

キルや望ましい行動を指導する際に具体的に演技するなどして実際

のモデルを示したり，印象的な経験談や身近な事例を伝えたりするこ

となどが，児童の友人関係に対する自律的動機づけを高めるために効

果的であることが示唆された。 
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『生徒指導提要』では，よりよい人間関係を

主体的に形成していこうとする人間関係づく

りとこれを基盤とした豊かな集団生活が営ま

れる学級や学校の教育的環境を形成すること

は，生徒指導の充実の基盤であり，かつ生徒指

導の重要な目標の一つでもあることが述べら

れている。 
 自己の授業実践を生徒指導的な視点で振り

返ると，これまで教科指導外においては，児童

相互がつながりをつくり，交流することを楽し

むことができる活動を取り入れるよう意識し

てきた。 
しかし，授業において児童が積極的にかかわ

り合いながら授業に参加する姿は，これまでほ

とんど見られなかった。それは自身の授業実践

が，主に教師と個々の児童との関係に焦点を当

てたものになっており，児童相互がかかわり合

う場を工夫したもの，さらには，授業を通して，

お互いにかかわりたいという意識が高まるよ

うなものになっていなかったためと考える。 
 そこで本研究においては，児童が自分の意志

で積極的に友達とかかわろうとする意識を高

めるための，児童相互がかかわり合う場におけ

る指導の工夫について探ることとした。 
 

Ⅱ 研究の目的 

 
 友人関係に対する自律的動機づけを高める

ための，児童相互がかかわり合う場における指

導の工夫について探る。 
 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 実践授業の計画・実践 

３ 実践の分析と考察 

Ⅳ 研究の内容 

 
１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

(1) 友人関係に対する自律的動機づけについ 

 て 

岡田(2013)は，友人関係に対する自律的動機

づけを「自分自身の選択や意志によって，目的

的に友人との関係を形成，維持しようとする動

機づけ」1)と定義するとともに，「他者とかかわ

り，関係を広げていきたいという意志をもたな

いものにとっては，スキルを獲得させたとして

もあまり機能しないのではないだろうか。スキ

ルをもって関係の成否を考える前に，友人とか

かわりたいという欲求や関係を築きたいとい

う意志に注目すべきである」2)と述べている。 
 
(2) 親密な友人関係の形成・維持過程の自律的 

動機づけモデルについて 

 

 
 
 
 

図１ 親密な友人関係の形成・維持過程の自律的動

機 

づけモデル（一部抜粋） 

 

岡田(2013)はさらに，「親密な友人関係の形

成・維持過程の自律的動機づけモデル（一部抜

粋）」（図１）を示し，友人関係の自律的動機づ

けの重要性について示唆している。 

友人関係に対する自律的動機づけが高い人

は，関係を築こうとして友人と積極的にかかわ

ろうとする。（a→b）そして，自己開示や向社

会的行動などのかたちで，友人と積極的にかか

わることで，親密な友人関係が形成され，維持

されることになる。(b→c)そして，親密な友人

間で様々な相互作用を行うことで，さらに自律

的動機づけが影響を受ける。(c→a) 

つまり，友人関係の形成や維持を考える際に，
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自律的動機づけに注目する必要があることを

岡田(2013)は示しているのである。 

 

(3)友人関係に対する自律的動機づけの概念定

義について 

岡田(2013)は，友人関係に対する動機づけの

概念を，外発的調整，取り入れ的調整，同一化

的調整，内発的動機づけの四つに分類し，その

中で，同一化的調整，内発的動機づけが自律的

動機づけに当たるとして，表１のように概念定

義を行っている。 
 
表１ 友人関係に対する自律的動機づけの概念定義 

 

 

同一化的調整 

友人との関係に対する重要性や個人的な

価値を認識し，積極的な意義を感じながら友

人関係を形成，維持しようとする動機づけ。

お互いの成長や幸福にとって関係が重要で

あると感じて，友人と付き合う場合など。 

 

 

内発的動機づけ 

友人に対する興味や楽しさなどのポジテ

ィブな感情から，相手との関係そのものを目

的として積極的に関係を形成し，維持しよう

とする動機づけ。友人との会話や相互作用に

楽しみを感じ，関係そのものが目的となって

いる場合など。 

  

(4) 友人関係に対する自律的動機づけを高め 

る手立てとしての協同学習について 

岡田(2013)は，児童相互がかかわり合う学習

が，友人関係に対する動機づけと有意な関連が

あることを示し，友人との協同的な学習活動を

通して，関係が親密なものになることが考えら

れると述べている。 

ジョンソン，Ｄ．Ｗ．／ジョンソン，Ｒ．Ｔ．

／ホルベック，Ｅ．Ｊ．，石田裕久・梅原巳代

子訳（2010）は，協同学習を生徒たちがともに

課題に取り組むことによって，自分の学びとお

互いの学びを最大限に高めようとする，小グル

ープを活用した学習方法であると定義し，協同

学習は，仲間との肯定的な関係の構築に効果が

あると述べている。 

このことから，岡田(2013)の述べる協同的な

学習活動を協同学習ととらえ，授業において児

童相互がかかわり合う場として協同学習を取

り入れることで，肯定的な関係を築いていくと

ともに，友人関係に対する自律的動機づけを高

めることができるのではないかと考えた（図

２）。 
 

 
図２ 協同学習と友人関係に対する自律的動機づけの高

まりを表す関係図 

 
(5)協同学習を機能させるための五つの基本的  

構成要素 

 ジョンソン，Ｄ．Ｗ．／ジョンソン，Ｒ．Ｔ．

／ホルベック，Ｅ．Ｊ．，石田裕久・梅原巳代

子訳（2010）は，協同学習がうまく機能するた

めには，教師はそれぞれの授業に五つの基本的

構成要素を組み込まなくてはならないと述べ

ている（表２）。 

 
表２ 協同学習を機能させるための五つの基本的構成要

素 
Ａ 互恵的な協力関係 

グループのメンバーの一人一人が努力するとともに，自分の努

力が他のメンバーにも役立つこと，また，自分の努力を他のメン
バーのために役立てなければならないことを理解させること。 

Ｂ グループとしての責任・個人としての責任 
グループのメンバーの一人一人が課題に対して，二つの責任

（グループとしての責任や個人としての責任）を自覚しなければ

ならないこと。 
Ｃ 活発な相互交流 

グループの中で肯定的な言葉掛け等をし合いながら協力して
学習を進めていくこと。 

Ｄ 対人的技能や小集団技能 
相手をよく知って信頼し合う，正確かつ曖昧でないコミュニケ

ーションを行う，互いに相手を受け入れる，支え合う，対立を建

設的に解決する等の技能を身に付けること。 

Ｅ グループ改善の手続き 
グループでの学習を個人で振り返るとともに，グループで意見

交流をして，課題を明確にし，次への目標をもつこと。 

(6)学習過程と指導の工夫 
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キーワードを提示，短時間で確認，

質問を受ける時間を設定 

ゆっくり時間を

かけて確認 

 表２をもとに，協同学習を取り入れた学習過

程を工夫するとともに，各過程における指導の

工夫を行った。（表３） 

 

表３ 第２時から第９時まで（第８時を除く）の学習過程  

と指導の工夫 
学習過程 指導の工夫 表２との

関連 

 

前時の 

振り返り

等 

児童の望ましいモデルを紹介する ＡＢＣ

ＤＥ 

たとえ話や教師の体験談を交えて大切にしてほし

いことを伝える 

ＡＣＤ

Ｅ 

協同学習の場で出された課題の解決策を児童に考
えさせる 

ＡＢＣ 
ＤＥ 

学習の 

確認 
 Ａ 

 

個人思考 配付プリントの工夫 
 選択肢を設けることで，自分の考えを表現しやすくする 

Ｂ 

 

 

 

協同学習

の場 

大切にしてほしいこと，望ましいモデルを教師が演
じて示す 

Ｄ 

机間指導 望ましい姿を見付け，価値付ける 
活動を一旦中断してでも価値付ける 

ＡＢＣ
ＤＥ 

学習リーダーに進行を預け，責任をもたせる（第５

時以降） 

Ｂ 

グループごとの達成目標を立てさせる（毎時間） ＡＢＣ

ＤＥ 

お互いの考えを認めたり，ほめたりする場面を設定
する 

ＡＢＣ
Ｄ 

 

振り返り 
全体交流（うれしかったこと，友達の印象に残った
意見について）の場を設ける 

ＡＥ 

振り返りシートに記入させる（グループ学習の気付
き，改善点，うれしかったこと等） 

Ｅ 

 

２ 実践授業の計画・実践 

 

(1)対象・期間 

  広島市立矢野小学校 第５学年 32名 

平成26年12月８日（月）～24日（水） 

 

(2)単元について 

ア 単元名  

「動物と人間のかかわりをえがいた物語を

読もう」 

イ 教材文  

『大造じいさんとがん』（東京書籍） 

ウ 指導事項 

読むこと エ 

登場人物の相互関係や心情，場面についての

描写のとらえ，優れた叙述について自分の考え

をまとめること。 

エ 言語活動 

本を読んで推薦の文章を書くこと。 

（本を紹介するためのポップ作り） 

オ 単元の学習計画（全９時間）と協同学習の 

場の設定 

 単元の学習計画及び協同学習の場の設定に

ついては，表４のように計画した。全９時間の

うち第１時，第８時を除いたすべての時間にお

いて，協同学習の場を取り入れた授業を行った。 
 なお，協同学習の場にかかわっては，内容，

伝え合いの方法，進め方についても示している。 
  

表４ 単元の学習計画（全９時間）と協同学習の場の設定 

時間 本時のねらい 内容 
伝え合いの 

方法 
進め方 

１ 学習の計画を知ろう。 

「大造じいさんとがん」を読ん 

で，好きな一文をさがそう。 

 

２ 好きな一文をグループの友達と 

伝え合おう。 

３ 色を表す言葉を見つけて，自分 

の考えをまとめよう。 

４ まとめたことをポップに書こう。 

５ 大造じいさんの言った言葉から 

独特な表現を見つけて，自分の 

考えをまとめよう。 

６ まとめたことをポップに書こう。 

７ これまでの勉強を生かしてお気 

に入りの一文を決め，自分の考 

えをまとめよう。 

８ まとめたことをポップに書いて 

ポップを完成させよう。 

９ 自分の作ったポップを友達に紹 

介し，グループで感想を交流しよう。 

※ 第１時，第８時については，学習内容の関係で協同学

習の場は設定していない。 

 

カ グループの編成について 

 男女混成の４人グループを編成した。編成を

するに当たっては，児童の人間関係，学力，リ

ーダーシップ，配慮の必要な事項等を考慮した。 

 

３ 実践の分析と考察 
 

実践に際しては，各時間の児童の状況を見取

りながら，指導の手立てを改善していった。 

 

(1) 第２時における児童の状況と指導等の改

善 

 授業実践を開始した当初，協同学習を実施す

るに当たって，協同学習の場において大切にし

ノ
ー
ト
や
付
箋
に
書
い
て 

ポ
ッ
プ
作
り 

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
考
え
を
伝
え
合
い
， 

感
想
を
述
べ
合
う 

口
頭
で 

伝
え
合
う 

伝
え
合
う 

教師の指示，説明をもとに
進行する 

 

教師の指示，説明なしで 
資料をもとに進行する 

 

オリエンテーション 
・ルールや進め方 

・学習リーダー等の役割分担 



 

 

てほしいこととして，次のことを示した。

 
資料１ 協同学習の場において大切にしてほしいこと

 
しかし，児童は協同学習の場において，指示

された通りの活動ができなかったり，集中して

学習に取り組むことができなかったりする姿

が多数見られた。 
この様子を観察すると，協同学習の場におい

て，活動する内容や取り組む方法等を十

解できていないように感じられた

「互恵的な協力関係，Ｂ「グループとしての責

任・個人としての責任」にかかる課題

ら，以下のような改善を行った。

 
① 教師の指示を分かりやすく伝えるため

に，ゆっくりと繰り返して伝え

② 教師が話をする前に，必ずこれから話を

始めることを前もって伝え，全員に聞く構

えができるまで待つ。 

 

(2) 第３時における児童の状況と指導
善 

 ①②のような改善を行った後，児童は，教師

の伝えた内容を理解したように見えたものの，

表２（２頁）に示す，協同学習を機能させる要

件を満たすような活動状況が十分に見られな

かった。具体的には，協同学習の場において
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ことを示した。 

協同学習の場において大切にしてほしいこと 

 

児童は協同学習の場において，指示

された通りの活動ができなかったり，集中して

学習に取り組むことができなかったりする姿

この様子を観察すると，協同学習の場におい

て，活動する内容や取り組む方法等を十分に理

解できていないように感じられた（表２のＡ

「互恵的な協力関係，Ｂ「グループとしての責

任・個人としての責任」にかかる課題）ことか

改善を行った。 

教師の指示を分かりやすく伝えるため

ゆっくりと繰り返して伝える。 

教師が話をする前に，必ずこれから話を

始めることを前もって伝え，全員に聞く構 

第３時における児童の状況と指導等の改

，児童は，教師

の伝えた内容を理解したように見えたものの，

に示す，協同学習を機能させる要

件を満たすような活動状況が十分に見られな

協同学習の場において，

依然として集中して学習に取り組んだり，活発

に交流したりする姿が十分に

（表２のＡ「互恵的な協力関係」，

相互交流」にかかる課題） 
 児童の学習の状況を分析すると，

に対して感想を述べるときに，

して声が極端に小さかったり，故意に真剣に取

り組もうとしないような態度をとり，はっきり

発言しなかったりする児童もいた

このような姿から，児童は，

持ちを伝えることに抵抗感をもっている

はないかと考えた。 
そこで，以下のような改善を行った。

 
③ 前時の振り返りの時間に，

や努力する様子について記述した児童の振

り返りシートを紹介し，教師が価値付けた

り，評価したりする。 
④ 感想を口頭で伝え合う方法から，ノート

や付箋紙に書いて伝える方法に変更する。

 
(3) 第４時における児童の状況と指導

善 

 ③の改善は，「努力する様子を教師に見ても

らえる」，「頑張れば教師に評価してもらえる

と児童に感じさせるとともに，児童の望ましい

姿のモデルを示すことを意図して行ったこと

である。   

自分の振り返りシートを紹介された児童と，

振り返りシートの記述に登場した児童は，

も照れくさそうな表情をしていた

評価されるとともに，周りの児童からも賞賛を

受け，第４時は，学習に集中して取り組むこと

ができた。 

また，④のように交流の方法を改善したこと

で，協同学習の場における感想を伝える場面

おいては，肯定的な言葉で相手に自分の思いを

伝えようとする児童の姿が前時よりも

とともに，感想を伝える活動が

に行われるようになった。 

集中して学習に取り組んだり，活発

十分に見られなかった。

Ａ「互恵的な協力関係」，Ｃ「活発な

 
児童の学習の状況を分析すると，友達の発言

述べるときに，恥ずかしそうに

声が極端に小さかったり，故意に真剣に取

としないような態度をとり，はっきり

発言しなかったりする児童もいた。   
児童は，口頭で自分の気

抵抗感をもっているので

改善を行った。 

前時の振り返りの時間に，友達の頑張り 
や努力する様子について記述した児童の振 
り返りシートを紹介し，教師が価値付けた 

感想を口頭で伝え合う方法から，ノート 
や付箋紙に書いて伝える方法に変更する。 

第４時における児童の状況と指導等の改

様子を教師に見ても

頑張れば教師に評価してもらえる」

感じさせるとともに，児童の望ましい

を意図して行ったこと

自分の振り返りシートを紹介された児童と，

振り返りシートの記述に登場した児童は，とて

も照れくさそうな表情をしていたが，教師から

評価されるとともに，周りの児童からも賞賛を

受け，第４時は，学習に集中して取り組むこと

④のように交流の方法を改善したこと

協同学習の場における感想を伝える場面に

肯定的な言葉で相手に自分の思いを

の姿が前時よりも増える

感想を伝える活動がさらにスムーズ
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しかし，協同学習の場においては，ア．一つ

の活動を終えた後に，次に何を行ったらよいか

分からず，活動が滞っている児童が見られた。

（表２のＡ「互恵的な協力関係」にかかる課題）

また，イ．友達に対して心ない言葉を投げ掛け

たりする児童が見られた。（表２のＤ「対人的

技能や小集団技能」にかかる課題） 
一方，ウ．多くの児童が学習活動に慣れ，教

師の丁寧な説明を聞くことを必要としない状

況が見られるようになった。（表２のＢ「グル

ープとしての責任・個人としての責任」にかか

る成果） 
 アについては，教師の説明が，児童にとって，

見通しをもって活動に取り組めるような分か

りやすいものになっていないのではないか，ま

た，イについては，教師が指導したい内容を適

切な時機に児童に伝えることができていない

のではないかと考えた。 
ウについては，さらに責任感や自主性，グル

ープで協力しようとする意識が高まるような

指導の工夫が必要なのではないかと考えた。 
 これらをふまえ，以下のような改善を行った。 
 
（アのような現状に対して） 

⑤ 本時の学習の見通しをもたせるために， 

学習の流れについての説明を短時間で簡潔 

に行うとともに，学習の流れを黒板に掲示 

する。 

（イのような現状に対して） 

⑥ 心ない言葉を投げ掛ける児童がいたら，

その場で全体の活動を止め，時機を逃さず

全体に指導をする。 

⑦ 授業終了時等に，配慮の必要な児童の自

己肯定感を高めていくために，児童の気持

ちに寄り添うような言葉掛けや，励まし，

頑張りを評価する言葉掛けを行う。 

（ウのような現状に対して） 

⑧ これまでに学習リーダーに対する指導を

継続して行ってきたこともあるため，学習

リーダーに，協同学習の場における進行を

預け，責任をもたせる。 

 

(4) 第５時における児童の状況と指導等の改

善 

 ⑤⑥⑦⑧のような改善を行った後，協同学習

の場において，⑤見通しをもって，スムーズに

活動に取り組む姿が多く見られるようになっ

たり，⑥⑦お互いに態度を正し合ったり，さら

には，⑧自分たちで学習を進行していこうとし

たりするグループが多く見られるようになる

など，児童の姿に大きな変容が見られ始めた。  
以下は，あるグループの第５時における協同

学習の場での対話の様子である。 
 
資料２ あるグループの第５時における協同学習の場で

の 

対話の様子 

Ａ：児童Ａ Ｂ：児童Ｂ Ｃ：児童Ｃ 

No. 児童 授業の様子 

１ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

４ 

５ 

 

 

６ 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

Ａ 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

Ａ 

Ｃ 

 

 

Ｂ 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ，Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ，Ｂ，Ｃ 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 

Ｃ 

はい，発表。Ｂ君から。はい，いいよ。 

じゃあ，おれから。ぼくが選んだのは，「おうい，がんの

英ゆうよ。おまえみたいなえらぶつをおれは，ひきょう

なやり方でやっつけたかあないぞ。なあ，おい，今年の

冬も仲間を連れてぬま地へやってこいよ。そうして，お

れたちは，また堂々と戦おうじゃあないか。」のところで

す。考えは，いろいろな言葉が出てきて，すごく興味深

いからです。大造じいさんは，自分のライバルというか，

永遠の友達に話し掛けているようでした。後，また，堂々

たるライバルの戦いは，何年も何年も続くことを期待し

たいです。 

（Ｂを見ている） 

Ｃ君 

ぼくは，「今年は，ひとつ，これを使ってみるかな。」に

しました。これというのは何かなと思いました。そして，

どうして今年だけかなと思いました。 

これという意味は？ 

ここだね。（と言い，教科書を開いて指差す）えっと，Ｂ

君と同じで，「おうい，がんの英ゆうよ。おまえみたいな

えらぶつをおれは，ひきょうなやり方でやっつけたかあ

ないぞ。なあ，おい，今年の冬も仲間を連れてぬま地へ

やってこいよ。そうして，おれたちは，また堂々と戦お

うじゃあないか。」を選びました。私の考えは，あれだけ

残雪を敵にしていたのに，傷も治して，最後は友達のよ

うに，「堂々と戦おうじゃないか。」と言っているので，

大造じいさんもすごいなと思いました。 

（Ａを見ている） 

次は，何するん？ 

ノートを見合い，感想を書く。（黒板を見て確認する） 

（学習ノートを回して感想を書き始める） 

（Ｃに対して）どれ書いたん？ 

（配付資料を指差して，Ａに対して変な顔をする） 

（Ｃに対して）ちゃんとせえや。 

（変な顔をやめる） 
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16 

 

17 

18 

19 

 

20 

Ｂ 

 

Ａ 

Ａ，Ｂ，Ｃ 

Ａ 

 

Ｃ 

（感想を書いていた学習ノートにＡの下敷きがあること

に気付いた）下敷き入っとるよ。 

あっ，ごめん。ごめん。 

（再び，感想を書き始める） 

私，思うんじゃけど，Ｂ君の（みんなに）紹介していい

よねえ。 

（Ｂの学習ノートに，さらに感想を書き足す） 

※ （ ）は執筆者の補足説明 
 
このグループでは，学習リーダー（児童Ａ）

が中心となって学習を進めていき（１Ａ，４Ａ，

９Ａ，19Ａ），メンバー（児童Ｂ，児童Ｃ）一

人一人が自分のやるべきことを自覚して取り

組んでいることが分かる（２Ｂ，３Ｃ，５Ｃ，

７Ａ，８ＢＣ）。進行が分からなくなったとき

（９Ａ）には，黒板に掲示してある学習の流れ

を確認している（10Ｂ）。また，集中できない

メンバーがいたときには，お互いに言葉を掛け

合っている姿も見ることができる（14Ｂ）。 
 しかし一方で，振り返りシートの記述から，

協同学習の場で，グループのメンバーが全員で

協力しているという一体感を感じ取ることが

できない児童も一部にいることが分かった。

（表２のＡ，「互恵的な協力関係」にかかる課

題） 
そこで，より成熟した協同学習の場にするた

めに，以下のような改善を行った。 

 

⑨ 振り返りシートに記述されている，グル

ープのメンバー全員で協力して取り組むこ

とについての悩みを紹介し，解決策を児童

全員に考えさせる。 

⑩ 協同学習の場において，友達から受け取

った肯定的な記述や言葉に対する喜び，嬉

しさを，全体の場で発表させることを通し

て，児童の気持ちを学級全員で共有する時

間を設定する。 

 
(5) 第６時における児童の状況と指導等の改

善 

⑨⑩のような改善を行った後，協同学習の場

において，みんなで協力して学習に取り組みや

すいように工夫をしたり，友達の考えに対して

肯定的な感想を書いたりする児童の姿が多く

見られるようになってきた。 
以下は，あるグループの第６時における協同

学習の場での対話の様子である。 
 
資料３ あるグループの第６時における協同学習の場で

の 

対話の様子 

Ｄ：児童Ｄ Ｅ：児童Ｅ Ｆ：児童Ｆ Ｇ：児童Ｇ 

No. 児童 授業の様子 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 ３ 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 ６ 

 

７ 

 

Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 

 

 

 

 

Ｆ 

Ｆ 

 

 

 

Ｇ 

 

 

 

 

 

Ｄ 

 

Ｄ，Ｅ， 

Ｆ，Ｇ 

私は「探すと発見。おもしろい言葉」という見出しを考

えました。選んだ文は，「さあ，今日こそあの残雪めにひ

とあわふかせてやる」です。ひとあわふかせるを辞書で

調べると，意味は，思いがけないことをして，相手を驚

かすと書いてありました。おもしろいと思ったのは，一

泡吹かせるってどこから泡を出すのと思い，想像すると，

口から出すしか想像できませんでした。でも，この場合

は，相手が鳥だから・・・ここまでしか書けていません。

（目でＥに合図を送る） 

ぼくは，タイトルを大造じいさんの真剣な戦いにしまし

た。選んだ文は，「さあ，いよいよ戦とう開始だ」です。

これは，いよいよまちに待った戦いが始まるというイメ

ージがあるので，だから自分のおとりのがんで，残雪に

勝つことを表しているのだと思います。 

（Ｅの声が小さかったので，顔を近くに寄せる） 

ぼくが選んだ大造じいさんの言葉は，「今年はひとつこれ

を使ってみるかな」です。この文は，がんがどんぶりか

らえさを食べているのを見て，今年は，どんぶりで残雪

の仲間をとらえようと思っていることを表した文です。 

私は，大造じいさんの気になった行動があります。それ

は，「小さな小屋を作って，小屋の中にもぐりこみました」

という文です。私は，この一文を読んで，大造じいさん

がよっぽど残雪をしとめようと必死になっているんだな

あと思いました。この一文を読んで，大造じいさんの必

死な気持ちが分かりました。 

（メンバー全員の発表が終わったので，感想を書くため

の付箋紙を教師から受け取り，メンバーに渡す） 

（ポップをグループ机の真ん中に寄せて置く）（静かに集

中して感想を書く） 

※ （ ）は執筆者の補足説明 
 
 このグループでは，メンバー同士がお互いの

発表をとてもよく聞き合っていることが分か

る（１Ｄ，２Ｅ，４Ｆ，５Ｇ）。また，メンバ

ー全員の発表が終わり，付箋紙に感想を書くと

きに，全員のポップを机の中央に集めて，メン

バー全員が見やすいように，お互いが配慮し合

っている様子が分かる（７ＤＥＦＧ）。そして，

そのような工夫を取り入れて，友達のポップを

見ながら，黙々と感想を書いていっている（７

ＤＥＦＧ）。 
 また，第６時の児童の振り返りシートには，

かかわり合いのよさにかかわる記述が多く見

られた。 
以下は，第６時における児童の振り返りシー

トの記述である。 
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資料４ 第６時においてかかわり合いのよさについて書
い 

た児童の振り返りシートの記述 
・ みんなうれしい感想を書いてくれるのでうれしかった。 
・ みんなに感想を書いてもらってうれしかった。みんなよい感
想ばかりくれた。 

・ みんないろいろな感想を書いてくれてうれしかった。 
・ 感想の中に「説明が分かりやすい」というものがあって，私
は説明が苦手なのでうれしかった。 

・ 友達に感想を書くことは大切だと思った。 
・ みんながしっかり話を聞いてくれてしっかりコメントを書い
てくれたのでうれしかった。 

・ みんなの感想や意見が聞けるからグループ学習はいい。 
・ 感想がすごくうれしい言葉があってよかった。 

 
資料４のように，協同学習としての質的な高

まりが見られるようになってきたグループも

見られたが，依然としてグループによっては，

協同学習が十分に機能していない姿も見られ

た。（表２のＡ「互恵的な協力関係」，Ｃ「活発

な相互交流」，Ｄ「対人的技能や小集団技能」

にかかる課題） 
そこで，以下のような指導を継続して行った。 

 

⑪ 授業中や授業開始前，終了後等において，

協同学習の場で頑張っていたり，努力した

りしている児童の姿をほめる。 

⑫ 人の前で発言する勇気や話を聞く態度に 

ついて教師自身の体験談を伝える。 

 

(6) 第７時における児童の状況と指導等の改

善 

上記⑪⑫のような指導を継続して行った後，

課題の見られたグループにおいても，協同学習

の場において，友達の話を集中して聞いたり，

友達の発表を讃えたりする姿が，前時までに比

べ，さらに多くの児童に見られるようになった。 
以下は，あるグループの第７時における協同学

習の場での対話の様子である。 
 
資料５ あるグループの第７時における協同学習の場で

の 

対話の様子 

Ｈ：児童Ｈ Ｉ：児童Ｉ Ｊ：児童Ｊ Ｋ：児童Ｋ 

No. 児童 授業の様子 

 １ 

 

 

Ｈ 

 

 

文は，「いつまでも，いつまでも，見守っていました」で

す。考えは，いつまでも，いつまでも，というのは，ラ

イバルである残雪と戦えるように願う大造じいさんを表

 

 

 

 ２ 

 ３ 

 

 

 

 

 ４ 

 

 

 

 

 ５ 

 

 ６ 

 

 ７ 

 ８ 

 

 

 

 

 

 

 ９ 

 10 

 

 

 

 

 

  11 

  12 

  13 

 

 

 

Ｉ 

Ｉ 

 

 

 

 

Ｊ 

 

 

 

 

Ｋ 

 

Ｈ 

 

Ｉ 

Ｈ 

 

 

 

 

 

 

Ｊ 

Ｋ 

 

 

 

 

 

Ｈ 

Ｈ 

Ｈ，Ｉ，Ｊ，

Ｋ 

していると思いました。正々堂々と戦おうとする日を願

って，いつまでも，いつまでも願い続けたのだと思いま

した。そんな二人がすごくかっこいいです。 

（Ｈの発表に対して拍手をする） 

ぼくが選んだのは，「そうして残雪が北へ北へと飛び去っ

て行くのを，晴れ晴れとした顔つきで見守っていました」

です。考えは，楽しかったなあのように晴れ晴れとした

顔つきで見守っていたから，心の中で，「じゃあな」と呼

び掛けているように見えます。 

私は，「最期のときを感じて，せめて，頭領としてのいげ

んをきずつけまいと努力しているようでもありました」

を選びました。私の考えは，残雪も最期のときを感じて，

頭領らしい堂々としたかっこうで大造じいさんを見てい

たと思います。 

（前時は欠席したために学習進度が遅れており，このと

きは，ノートに自分の考えをまとめている） 

（まだ学習ノートに考えを書いているＫの様子を見て）

じゃあ，もう一回言おうやあ。Ｉ君，もう一回言って。 

（発表しない） 

じゃあ，おれね。文は，「いつまでも，いつまでも，見守

っていました」です。考えは，いつまでも，いつまでも，

というのは，ライバルである残雪と戦えるように願う大

造じいさんを表していると思いました。正々堂々と戦お

うとする日を願って，いつまでも，いつまでも願い続け

たのだと思いました。そんな二人がすごくかっこいいで

す。終わり。 

（学習ノートに書いていたＫに対して）途中でいいよ。 

選んだ文は，「そうして，残雪が北へ北へと飛び去って行

くのを，はればれとした顔つきで見守っていました」で

す。その理由は，あんなに残雪や残雪の仲間をとらえよ

うとしていたのに，残雪を晴れ晴れとした顔つきで見守

っていたので，大造じいさんの心が大きく変わったこと

を表している文だと思ったからです。 

（Ｋの発表に対して拍手をする） 

はい，ノート回そう。 

（静かに集中して感想を書く） 

※ （ ）は執筆者の補足説明 

 
児童Ｉと児童Ｈは，友達が発表をしたことに

対して賞賛の拍手を送っている（２Ｉ，11Ｈ）。

また，学習進度が遅れている友達に対して，児

童Ｈが機転を利かせ，思いやりのある態度で気

遣いをしている姿が見られる（６Ｈ）。このよ

うに，メンバー同士が肯定的にかかわり合う姿

が，他のグループにも見られるようになってき

た。 
また，相手のことを思いやることを意識する

児童が増えたことが振り返りシートの記述に

も現われている。以下は第７時における児童の

振り返りシートの記述である。 
 
資料６ 第７時における児童の振り返りシートの記述 

・ 感想を書くとき悪いことを書くと心が傷つくけど，いい感想

をもらうとうれしいことが分かった。 

・ 感想は悪いこと書いてはいけないんだと思った。 

・ 人の傷つく言葉を言わないようにしたい。 

・ 感想にみんないいことを書いていたのですごいと思った。 
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振
り
返
り
シ
ー
ト
の
記
述 

このように，児童がお互いにかかわり合う姿

が徐々に望ましい姿へと変容してきたが，さら

に，質の高い充実したかかわり合いを追求した

いと考えた。そのためには，友達のよさに気付

き，認め合う場を設けることが必要ではないか

と考えた。（表２のＢ「グループとしての責任・

個人としての責任」，Ｅ「グループ改善の手続

き」にかかる発展課題） 
そこで，以下のような改善を行った。 
 

⑬ 協同学習の場の後に，各グループごとに

全体の場で発表する時間を設定する。 
 

(7) 第９時における児童の状況と指導等の改

善 

第８時は，学習内容の関係で，協同学習の場

は設定せず，個人で作業をする時間とした。 
第９時において，第７時の課題をふまえ，⑬

にかかわっては，協同学習の場の後に，各グル

ープが学級全体の場で発表をする時間を設定

した。グループのメンバーが作成したポップか

ら代表作品を一つ選び，その作品のよさについ

て，作品を選ばれた児童以外のメンバーが，全

体の場で紹介をした。以下は，第９時における，

児童の振り返りシートの記述である。 
 
資料７ 第９時における児童の振り返りシートの記述① 

・ 私は人のポップをよく見ていなかったのだが，今日発表をし
てこんなふうに書いているんだなあといろいろ思った。みんな
いろいろな意見を書いていたのですごいなあと思った。 

・ 私のポップが選ばれてはずかしかったけど，いい感想を言っ
てもらえてよかった。 

・ 感想を書くのは難しいけど，書かれた人はとてもうれしくな
っていき，人の気持ちが分かるようになっていくんだと思っ
た。 

・ 自分と違っていろいろなおもしろいポップがあってすごいな
あと思った。みんなそれぞれ自分なりの工夫をしていたんだな
あと思った。 

・ Ｌ君やＭ君やＮさんのポップを見るとみんな絵も丁寧だった
し，字も丁寧だったので，すごいことだと思った。 

 
資料７の記述から，この活動に取り組んだこ

とで，作品を選ぶために，児童は友達の作品に

しっかりと目を向け，そのよさに気付くことが

できるなど，肯定的な言葉の伝え合いが芽生え

ている状況を読み取ることができる。また，全

体で作品を紹介し合ったことで，グループ以外

の友達のことについて知ることができ，友達の

頑張りを認め合う雰囲気が生まれてきている

ことも感じ取れる。 

以下は，第９時における単元全体の振り返り

を行った際の，児童の振り返りシートの記述で

ある。 

 
資料８ 第９時における児童の振り返りシートの記述② 
・ 2週間と少しの間，国語の時間に大造じいさんとがんをして
きたけど，最初のときとすごく変わったと思う。Ｌ君は積極的
になったし，人の話を顔を見て聞くようになった。Ｍ君は感想
をすごく伝えてくれるようになった。Ｎさんは最初からすごか
ったけど，自分から意見を言ってくれるようになったのですご
いと思った。 

・ ずうっとこのグループ学習をしていて４人で話し合って感想
を書くのはおもしろかった。もうこんな日はないのでさびしい
けど，これからもがんばりたい。 

・ グループ学習をすれば人の意見も聞ける。後，感想をもらえ
て，グループ学習をしたら意見が広がると思った。 

・ 一人一人が勉強するのもいいけど，グループ学習をすると，
一人一人の思ったことが言えることが楽しいと思った。 

・ グループ学習は，グループ全員の意見を発表でき，一人一人
の感想を書けるので，すごくいいなあと思った。これからもグ
ループ学習で話し合いをしたい。 

・ 約２週間もあって，グループ学習がうまくできなかったので，
もっとグループ学習を頑張りたいと思った。 

・ グループ学習をするといろいろな人と交流ができてよかっ
た。 

・ これまでグループ学習をしてきて，できなかったことができ
るようになったのでうれしかった。これからもグループ学習を
するときは，協力してがんばりたい。 

・ 前からずっとグループ学習をしてきて，私は「グループ学習
では人の気持ちや思いを考えることができるんだ」と思った。 

 
(8) 友人関係に対する自律的動機づけの変化 

このような実践と指導等の改善を経て，協同学

習の場における児童の姿や発言等から，友人関係

に対する自律的動機づけの高まりを感じることが

できるようになってきた。 

そこで次に，友人関係に対する自律的動機づ

けがどのように変化しているかについて，振り

返りシートの記述をもとに表５の視点で分析

した。 

 

表５ 振り返りシートの分析の視点 

    

 

  
同一化調整に関連した記述
があったか 

（例 第９時における児童の記述より） 
・ 自分にはなかったいろいろな案があ
ったのでいいなと思った。 

・ 私が考えたこととは違っていろんな
考えがあるんだなあと思った。 

・ ○○の発表がとても分かりやすくて
よかった。 

・ みんな感想を聞き合ったりすること
ができたのでよかった。 

・ ぼくのとは違った意見がたくさんあ
ったので真似をしたい。 

内発的動機づけに関連した
記述があったか 

（例 第９時における児童の記述より） 
・ グループ学習は楽しかったし，他の
人の意見を聞けたので，一石二鳥だな
と思った。 

・ いつもふざけている○○がやる気に
なってくれたことがすごくうれしかっ
た。 

・ 今日はみんな２人に感想を書けたし，



 

 

書いてもらっていたから楽しかった。

 

ア 友人関係に対する自律的動機づけに関連

し  

た記述の平均出現回数の推移について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 毎時間における友人関係に対する自律的動機づけ

に 

関連した記述の平均出現回数 

図３は，児童(32名)の第２時からの

における友人関係に対する自律的動機づけに

関連した記述の，児童一人当たりの平均出現回

数の推移をグラフにしたものである。（

りシートは，都合により第２時から実施した

グラフを見ると，平均出現回数は，第５時，

第７時ではわずかに増加するものの，全体的に

は，授業を実施するたびに減少する傾向を示し

ており，第６時，第８時には最も少ない

現回数となっている。 
しかし，最終時である第９時には，それまで

の授業における平均出現回数を上回る，最も多

い平均出現回数の状況を示している。

 

イ グループごとの友人関係に対する自律的

動 

機づけに関連した記述の平均出現回数の推

移  

について 

 対象学級においては，八つのグループを編成

し，授業を行った。各グループにおける

係に対する自律的動機づけに関連した記述内

容の平均出現回数の推移を見ると，大きく三つ

の傾向を示していることが分かった。
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しかし，最終時である第９時には，それまで

出現回数を上回る，最も多

出現回数の状況を示している。 

友人関係に対する自律的

機づけに関連した記述の平均出現回数の推

対象学級においては，八つのグループを編成

し，授業を行った。各グループにおける友人関

係に対する自律的動機づけに関連した記述内

容の平均出現回数の推移を見ると，大きく三つ

の傾向を示していることが分かった。 

 
（傾向１）  

図３とほぼ同様の推移を示

化の様子が顕著であるグループ

（傾向２）  
図３とは大きく異なり，各時間ごとの出

現回数に大きな変化が見られないグループ

（傾向３）  
図３とほぼ同様の傾向を示す

 
 これらの傾向を示すグループの中から，特に

人間関係において配慮を要する

ループを１グループずつ抽出した。

図４，図５，図６におけるＡグループは（傾向

１），Ｂグループは（傾向２），Ｃグループは（傾

向３）をそれぞれ示している。

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図４ Ａグループにおける平均出現回数の推移

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図５ Ｂグループにおける平均出現回数の推移

  

 

 

 

 

とほぼ同様の推移を示すが，その変 
グループ 

とは大きく異なり，各時間ごとの出

現回数に大きな変化が見られないグループ 

とほぼ同様の傾向を示すグループ 

れらの傾向を示すグループの中から，特に

人間関係において配慮を要する児童を含むグ

ループを１グループずつ抽出した。 
におけるＡグループは（傾向

，Ｂグループは（傾向２），Ｃグループは（傾

向３）をそれぞれ示している。 

Ａグループにおける平均出現回数の推移 

Ｂグループにおける平均出現回数の推移 
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図６ Ｃグループにおける平均出現回数の推移 

 

(9) Ａ，Ｂ，Ｃグループの協同学習の場におけ 

る児童の状況の分析と考察 

 抽出したＡ，Ｂ，Ｃグループに焦点を当て，

表２（２頁）の協同学習を機能させるための基

本的構成要素である五つの観点から児童の状

況を分析した。 
 
ア 互恵的な協力関係 

各時間の協同学習の場における児童の様子

を撮影した授業ＶＴＲを，表２（２頁）のＡを

もとにした三つの視点（表６）で分析した。 

 

表６ 互恵的な協力関係にかかわる三つの視点と評価基

準 

視点 評価基準 

１ どのような課題に取り組む

のか分かっている 

 
 

Ａ 三つとも概ね達成できている 

Ｂ 三つのうち二つを概ね達成でき

ている 

Ｃ 三つのうち一つを概ね達成でき

ている 

Ｄ 三つとも達成できていない 

 

２ グループの活動を協力して

達成しようとしている（自分

勝手なことをすることがな

い） 

３ 話したことについて，賞賛

や肯定的な言葉で応答してい

るか，集中して相手に話に耳

を傾けている 

 

表７は，分析結果をまとめたものである。 
 

表７ 互恵的協力関係にかかわる分析 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
表７を見ると，第５時を境に，児童の姿が少

しずつではあるが，変容し始めていることが分

かる。この要因として二つのことが考えられる。 
一つ目は，児童が協同学習の場に徐々に慣れ，

それとともに，児童が互恵的協力関係にかかわ

る指導を受けとめ，それをふまえて行動するこ

とができるようになってきたということであ

る。 
 二つ目は，授業の流れの提示方法を変えたこ

とである。第４時までは，活動を行う度ごとに，

時間をかけて，教師が説明を加えてから活動を

行っていたが，第５時からは，説明時間を短縮

するとともに，指示内容も簡潔にまとめ，授業

の流れを黒板に掲示した。また，児童から質問

を受ける時間も設定した。ＶＴＲを見ると，教

師の話に集中して耳を傾ける児童が大幅に増

えただけでなく，うなずきながら話を聞く児童

も見られた。   
このことから，児童の学習に取り組む課題が明

確になり，取り組みやすくなったのではないか

と考えられる。 
  
イ グループとしての責任・個人としての責任 

表９は，表２（２頁）のＢをもとにした三つ

の視点（表８）で，児童の様子を分析し，その

結果をまとめたものである。 
 
表８ グループとしての責任・個人としての責任にかかわ 

る三つの視点と評価基準 
視点 評価基準 

１ 活動がどこまで進んだか分

かっている 

Ａ 三つとも概ね達成できている 

Ｂ 三つのうち二つを概ね達成でき

ている 

Ｃ 三つのうち一つを概ね達成でき

ている 

Ｄ 三つとも達成できていない 

２ 自分の役割を分かっている 

３ 自分の役割を遂行している 

 
表９ グループとしての責任・個人としての責任にかかわ 

る分析 

第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第９時

児童Ｏ B A A A B A A
児童Ｐ D D C D D D B
児童Ｑ C B A A A A A
児童Ｒ B A B A B B A
児童Ｓ B B B A B A B
児童Ｔ D D D D C B C
児童Ｕ D D D C B A C
児童Ｖ C B D B B B A
児童Ｗ D C C C D D C
児童Ｘ C C C B C C B
児童Ｙ C C C A B B A
児童Ｚ D C C A B B A

Ａ

グ

ル
ー

プ

Ｂ

グ

ル
ー

プ

Ｃ

グ

ル
ー

プ



 

- 12 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表９を見ると，やはり第５時を境にして，多

くの児童の姿に大きな変容が見られることが

分かる。この要因については，次の三つのこと

が考えられる。 
 一つ目は，協同学習の進め方が定着したこと

である。 
 二つ目は，経験を積むとともに，学習リーダ

ーにグループ学習の進行を預け，責任をもたせ

たことである。 
三つ目は，授業中や授業開始前，授業終了後

等における個別指導，個別評価を行うようにし

たことである。授業開始前や終了後等に，学習

や人間関係等に配慮を要する児童にだけでな

く，その児童を支える児童に対しても肯定的に

評価する言葉を掛けたり，励ましの言葉を掛け

たりした。そのことにより，自分の役割を果た

そうと努力する姿が，より多く見られるように

なったことを実感している。 
 

ウ 活発な相互交流 

表 11 は，表２（２頁）のＣをもとにした三

つの視点（表10）で，児童の様子を分析し，そ

の結果をまとめたものである。 
 

表10 活発な相互交流にかかわる三つの視点と評価基準 

視点 評価基準 

１ 自分の思いを伝えている

（言葉，文章など） 

Ａ 三つとも概ね達成できている 

Ｂ 三つのうち二つを概ね達成でき

ている 

Ｃ 三つのうち一つを概ね達成でき

ている 

Ｄ 三つとも達成できていない 

２ 友達の思いを受け止める姿

勢が見られる（聞く，文章を

読むなど） 

３ 友達を援助したり，友達の

援助を受け止めたりしている  

 

表11 活発な相互交流にかかわる分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 11 を見ると，第５時を境に，すべての児

童の姿がＢ以上に変容していることが分かる。

この要因については，次の三つのことが考えら

れる。 

 一つ目は，みんなの前で思いや考えを伝える

ことに対する抵抗感を少なくするような交流

の方法の工夫を行ったことで，相互の交流が活

発になっていったことである。授業実践を開始

した当初は，照れくささや，他者からの評価や

反応を気にする児童がおり，協同学習の場にお

いて，相互の交流が活発にならなかった。そこ

で，第４時以降，自分の考え，感想などを，書

いて伝える方法に変えた。このことにより，肯

定的な考えや思いのやりとりに抵抗感がなく

なり，活発な相互交流になっていったと考えら

れる。 
 二つ目は，協同学習の場において，児童が努

力する姿や，振り返りシートにおいて，他者の

頑張りを讃えている記述などを，学級全体の場

で紹介していったことである。全体の場で協同

学習の場における自分の努力が認められたり，

友達の頑張りを知ったりすることで，友達と肯

定的にかかわることを積極的に行いたい，とい

う気持ちを次第にもつようになったのではな

いかと考えられる。 
 三つ目は，互恵的協力関係にかかわる意識が

強くなったことである。ＶＴＲを分析すると，

第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第９時

児童Ｏ A A A A A A A
児童Ｐ D D C A B B B
児童Ｑ C B A A A A A
児童Ｒ B B B A A A A
児童Ｓ A B A A A A B
児童Ｔ D D D D B A B
児童Ｕ D D D A B A A
児童Ｖ C B D A A A B
児童Ｗ D C C B A A B
児童Ｘ D C C A A A A
児童Ｙ D C C A A A A
児童Ｚ D C C A A A A

Ａ

グ

ル
ー

プ

Ｂ

グ

ル
ー

プ

Ｃ

グ

ル
ー

プ

第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第９時

児童Ｏ A A A A A A A
児童Ｐ C B B B A B B
児童Ｑ C A B A A A A
児童Ｒ A C D B B B A
児童Ｓ B B A A A B B
児童Ｔ B D D A B B B
児童Ｕ C D C B B B B
児童Ｖ C B C B B B A
児童Ｗ C B C B A B B
児童Ｘ C B B B A B B
児童Ｙ C C B B A B B
児童Ｚ C C C B B A B

Ａ

グ

ル
ー

プ

Ｂ

グ

ル
ー

プ

Ｃ

グ

ル
ー

プ
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困っていたら助け合う，声を掛け合うなどの，

相互に援助し合う姿が第４時までに比べ，多く

見られるようになった。 
  
エ 対人関係技能・小集団技能 

表 13 は，表２（２頁）のＤをもとにした六

つの視点（表12）で，児童の様子を分析し，そ

の結果をまとめたものである。 
 
表12 対人関係技能・小集団技能にかかわる六つの視点と 

評価基準 
視点 評価基準 

１順番を守る     
 
Ａ 五つ以上達成できている 

Ｂ 三つまたは四つ達成できている 

Ｃ 一つまたは二つ達成できている 

Ｄ 六つとも達成できていない 

２ 声の大きさに気を付ける 

３ うなずいて聞く 

４ 感想を伝える 

５ 頑張っている人をばかにし
ない・冷やかさない・責めな
い 

６ 困っている人に言葉を掛け
る 

 

対人関係技能・小集団技能に係り指導した内

容は，表 12 に示す六つのことである。指導の

際には，活動の途中でも活動を止めさせ，時機

を逃さず，児童の態度や行動で気になったこと

について指導した。また，これら六つのことは，

大切にしてほしいこと（資料１，４頁）として，

毎時間黒板に掲示し，繰り返し確認した。 
 

表13 対人関係技能・小集団技能にかかわる分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 13 を見ると，第５時を境にして，多くの

児童の姿に変容が見られ始めたことが分かる。

また，最終的には，すべての児童に変容が見ら

れた。 
 この要因については，次の二つのことが考えら

れる。 
 一つ目は，いち早くこれらの技能を身に付け

た児童の影響である。ＶＴＲを分析すると，協

同学習の場において，グループの一人が技能を

使うことができるようになると，それを見た同

じグループの他のメンバーがそれを模倣しよ

うとする姿が次第に増えていく様子を見取る

ことができた。 
 二つ目は，活発な相互交流が行われるように

なったことである。交流が増えると，技能を使

う機会が増え，さらに相互援助や教え合いの機

会も増えるため，これらの技能が身に付いてい

ったことが考えられる。 
 しかし，本実践で指導した対人関係技能・小

集団技能は，協同学習を行ううえで，基本的な

ものばかりである。協同学習で話し合いをより

一層深め，交流を活発にしていくためには，

別々の意見を一つにまとめたり，人の考えを批

判したりするなど，さらに高度な技能が必要と

なる。これらの技能を身に付けさせるためには，

段階的に，計画的に，時間を掛けて指導をして

いく必要があると考える。 
 また，協同学習において，児童の努力する姿

を取り上げて評価する機会をさらに増やすこ

とで，より高い技能を身に付け，友達とよいか

かわりができるようになるのではないかと考

える。 
 
オ グループ改善の手続き 

表 15 は，表２（２頁）のＥをもとにした三

つの視点（表14）で，児童の振り返りシートの

記述を分析し，その結果をまとめたものである。 
 
表14 グループ改善の手続きにかかわる三つの視点と評
価 

基準 
視点 評価基準 

１ 改善点や次時に向けての見

通しを示しながら振り返るこ

 
Ａ １の記述が見られる 

第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第９時

児童Ｏ A A A A A A A
児童Ｐ D C C B C B B
児童Ｑ B A C A A A A
児童Ｒ C B C B B B B
児童Ｓ B B B A A A A
児童Ｔ C D D B B B B
児童Ｕ C D C B B A B
児童Ｖ C C C B B B B
児童Ｗ C C C C C B B
児童Ｘ C C C C C C B
児童Ｙ C C B B B A A
児童Ｚ C C B B B B B

Ｂ

グ

ル
ー

プ

Ｃ

グ

ル
ー

プ

Ａ

グ

ル
ー

プ
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第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第９時

児童Ｏ A B B B A C B
児童Ｐ C C C C C C B
児童Ｑ B C A B B C B
児童Ｒ B C B C C C B
児童Ｓ B B A B B B A
児童Ｔ C C C C C C B
児童Ｕ B B C B B B B
児童Ｖ C B B A C B B
児童Ｗ B B A B B B B
児童Ｘ B B B B B C B
児童Ｙ B A B B C B B
児童Ｚ C A B B C B B

Ｃ

グ

ル
ー

プ

Ａ

グ

ル
ー

プ

Ｂ

グ

ル
ー

プ

とができている Ｂ ２の記述が見られる 

Ｃ ３の記述となっている 

 

 

２ 課題やよさのみにふれなが

ら振り返っている 

３ 振り返りにおいて，上記１，

２のことにふれていない 

 
表15 グループ改善の手続きにかかわる分析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 15 を見ると，授業実践を開始した当初か

ら，Ｂ以上の評価の児童が比較的多い。しかし，

授業を重ねても，多くの児童において変容はほ

とんど見られない。このことから判断すると，

児童のグループ改善の手続きについては，指導

の工夫が効果的に機能しなかったとも考える

ことができる。 
その要因については，振り返りシートに記述

させる内容として，グループ改善の手続きに関

する視点を与えていなかったことが考えられ

る。 

資料９は，児童Ｏの振り返りシートにおける，

第２時から第９時（第８時を除く）までの記述

である。 

 

資料９ 児童Ｏの振り返りシートの記述 

第２時 自分の意見をみんなに分かってもらうことができた。目標

をちゃんと守りたい。司会の私がちゃんとやればグループ

活動ができると思う。 

第３時 真っ白のイメージは天使で，黒は悪魔のイメージと書いた

らなるほどと言ってもらえてうれしかった。前よりグルー

プ活動がよくなっていると思う。意見をもっと言ったらい

いと思う。 

第４時 イメージがよく分かった。考えることが楽しい。Ｂ君が自

分で色が使ってある一文を読んだのがよかった。もっと静

かに発表を聞けたらいいと思う。 

第５時 もうちょっと漢字を使えばよかった。みんなたくさんノー

トに考えを書けている。Ｂ君もたくさん書けている。もっ

とアドバイスをしていきたい。 

第６時 目標を達成できなかったので次は達成したい。 

第７時 いつもいい感想を書きたい。みんな頑張って考えていた。 

第９時 いっぱい感想がもらえた。みんないい考えだった。みんな

最初のときはざわざわしていたけど，だんだんざわざわし

なくなった。司会になったときいやだったけど，みんなが

手伝ってくれてうれしかった。私のポップが選ばれてはず

かしかったけど，いい感想を言ってもらえてよかった。 

※ 下線のうち，点線は表14の視点１，棒線は視点２，線
がないものは視点３の内容を表している。 

 
この児童の毎時間における振り返りシート

の記述量は比較的多い。しかし，内容はグルー

プ活動の課題やよさ（棒線），学習内容にかか

わる気付き（線なし）にとどまっているものが

ほとんどである。振り返りシートの項目に，グ

ループ改善の手続き（点線）に関するものを設

定していれば，児童Ｏは，その点についても記

述をできたのではないかと考えられる。 
 このことから，グループ改善の手続きにかか

わる振り返りの視点を明確に示すことで，児童

にグループ改善にかかわる振り返りができた

のではないかと考えることができる。 
 
カ 指導の成果としての児童の変容について 

 振り返りシートの記述による分析（図３，９

頁）では，友人関係に対する自律的動機づけが，

第２時から徐々に下がっているものの，第９時

においては高まっていることが分かる。また，

具体的な児童の姿を見てみると，活動状況は，

着実に充実した状況に変容していることを見

取ることができた。このことから，指導の工

夫・改善により，十分とは言えないながらも，

児童は確実に望ましい姿に向けて変容すると

ともに，友人関係に対する自律的動機づけも，

ある程度高まったものと考えられる。そして，

今後も継続して，児童の状況に応じた指導の改

善を行うことを意識しながら授業を行うこと

で，児童の友人関係に対する自律的動機づけは

さらに高まっていくのではないかと考えられ
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る。 
 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 
○ まだ十分とは言えないが，児童の振り返り

シートにおける協同学習の場にかかわる記

述の中に，自律的動機づけの高まりを見取る

ことができた。 
○ 指導の工夫については，取り組むべきこと

を単なる形式で示すことにとどまるだけで

はなく，児童の状況を見取りながら，適切に

指導等の改善を図ることが大切であると実

感できた。 
○ 協同学習を機能させるための指導の工夫

と 
して，①児童の姿を肯定的・継続的に価値付 
ける評価を行うこと，②児童に役割を与え，

主 
体的に活動さること，③スキルや望ましい行 
動を指導する際に具体的に演技するなどし

て 
実際のモデルを示したり，印象的な経験談や 
身近な事例を伝えたりすることなどが，協同 
学習を機能させることに効果的であること

が 
分かった。 

 

２ 課題と今後の展望 

 

○ 一部の児童について，児童相互のかかわり

合いの場における指導の工夫が効果的であ

るかどうかを，十分には見取ることができな

かった。今後さらに，これらの児童に対して

効果的な指導の工夫を探っていきたい。 
○ 協同学習の場においては，書くことで伝え

合うように伝え方を設定したが，いずれは直

接対話することを通して，伝え合うようにし

ていくことが必要である。児童が話す・聞く

という活動を通して，お互いの思いや考えを

伝え合う交流が活発にできるようになるた

めには，どのような指導の工夫が必要か，こ

れからも研究を進めていきたい。 
○ 協同学習を機能させるような指導の工夫に 

ついて，長期的，段階的，計画的な視点から，

さらに改善を加え，より効果的な指導の工夫を

追究していきたい。 
 

引用文献 

１）岡田涼『友だちとのかかわりを促すモチ

ベーション』北大路書房，2013年，24頁 
２）1)同掲載，６頁 

 

参考文献 

① 岡田涼『友だちとのかかわりを促すモチ 
ベーション』北大路書房，2013年 

② ジョンソン，Ｄ．Ｗ．／ジョンソン，Ｒ． 
Ｔ．／ホルベック，Ｅ．Ｊ．，石田裕久・

梅 
原巳代子訳『学習の輪』二瓶社，2010年 

③ 文部科学省『生徒指導提要』，2010年 


